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フッ化物洗⼝の基礎知識
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⻭みがきだけで⻭垢は
完全に落とせません

なぜフッ化物洗⼝が必要なの︖

むし⻭になりやすい場所⻭みがきだけでは完全に
⻭垢を落とせない 3



なぜフッ化物洗⼝が必要なの︖
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県内での地域格差
なぜフッ化物洗⼝が必要なの︖
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県内での地域格差
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県内での地域格差
なぜフッ化物洗⼝が必要なの︖

１２歳児の⼀⼈平均DMF⻭数
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ネグレクトによる⼝腔崩壊

養育者が⼦どもの世話をあまりしない、とく
に⼗分な⾷事をさせず、⻭磨きもしないため
、多数の未処置のう蝕や⻭⾁の腫脹が発⽣し
ます。偏った⾷事、とくにカッフ麺などのイ
ンスタント⾷品や清涼飲料類が多く、⼝腔清
掃不良による極端な⻭垢沈着や⼝臭などが⾒
受けられます。

なぜフッ化物洗⼝が必要なの︖
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ネグレクトで口腔の管理が出来ていない
児童生徒は急激に増加していると思われる

児童相談2020
(平成 31 年度(令和元年度)青森県実績)

なぜフッ化物洗⼝が必要なの︖
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1 継続性
2  保健教育的効果
3  有効性
4 安価

公衆衛⽣的⼿法
なぜ集団（保育所・学校）で⾏うのか

→学校保健での健康度の底上げ

なぜフッ化物洗⼝が必要なの︖
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フッ化物洗⼝の効果

フッ化物のむし⻭予防効果
⻭質の強化

フッ化物はむし⻭菌の作る酸によって⻭から失われた カルシ
ウムやリンを⻭に取り戻す働き (再⽯灰化) を 促進します。 こ
れにより脱灰した⻭の⾯を修復します。

フッ化物を⽤いることでむし⻭菌の作る酸に負けない 丈夫な
⻭になります。 特に⽣えたばかりの⻭は、 酸にもろい構造で
すが、 フッ化物が作⽤することで 強い構造になります。

⼝の中のむし⻭菌の活動を弱め、 むし⻭の原因となる 酸が作
られるのを抑えます。

再⽯灰化の促進

抗菌作⽤
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新潟県の例
フッ化物洗⼝の効果
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フッ化物洗⼝の効果
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は施設実施率20％以上（日本における施設での集団応用フッ化物洗口実態調査（2016年確定値）
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12歳児一人平均DMF歯数 青森市、弘前市、八戸市と三沢市との比較

三沢市は青森市、弘前市、八戸市を大きく下回り、その後も上昇率が緩やかに維持されている
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22年度 23年度 ２4年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

青森市 弘前市 八戸市 三沢市 全国平均 青森県

青森県市町村別１２歳児DMF歯数（２２年度〜） 平成３０年２月２６日

30年度29年度28年度27年度26年度25年度２4年度23年度22年度

1.000.920.881.081.011.211.581.591.32青森市

1.271.241.361.421.591.461.652.051.85弘前市

1.151.091.231.481.361.301.491.401.58八戸市

0.630.480.601.000.790.780.790.611.10三沢市

0.740.820.840.901.001.051.101.201.29全国平均

1.271.271.311.421.391.471.681.741.76青森県

フッ化物洗⼝の効果

平成22~30年度 12歳児一人平均DMF歯数推移
青森市、弘前市、八戸市と三沢市との比較

平成30年度小五年〜中三年学年別一人平均DMF歯数
青森市、弘前市、八戸市と三沢市との比較
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★万が⼀飲み込んでしまっても、急性症状（吐き気やおう
吐、腹部の不快感）などがでるのは、週⼀回法（10ml
900ppm)で約7⼈分以上の量です。

フッ化物洗⼝の安全性

★フッ化洗⼝後の1⽇平均のフッ素取得量は、約0.2㎎にな
り、この量は、紅茶、緑茶、1〜2杯に事前に含まれる天然の
フッ素の量に相当し、⼗分安全な量です。
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フッ化物洗⼝の安全性
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フッ化物洗⼝の安全性
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フッ化物洗⼝の安全性
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フッ化物洗⼝の安全性

• 安全な化学物質は存在しない。
ただ、安全な使用法が存在するのみ｣

Timbrell（1989年）

むし歯予防のためのフッ化物利用については、安全で
効果的な方法が確立されています。

フッ素は自然環境に存在する元素であり、ヒトが経験
するなかで健康に適した量が確認されています。

絶対安全以外ダメ？

20



フッ化物洗⼝の安全性

• 安全な化学物質は存在しない。
ただ、安全な使用法が存在するのみ｣

Timbrell（1989年）
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⻭⽛フッ素症（斑状⻭）⻭⽛フッ素症（斑状⻭）
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フッ化物洗⼝の安全性



⻭のフッ素症（斑状⻭）
フッ化物洗⼝の安全性

長期間継続

過量のフッ素

歯冠形成時

斑状歯
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永久⻭の⻭冠のほとんどは出来上がってる。
⻭⽛フッ素症は⻭ができるときの障害なので、できあがった⻭

にフッ素を作⽤させても⻭⽛フッ素症になることはありえない。

永久⻭の⻭冠のほとんどは出来上がってる。
⻭⽛フッ素症は⻭ができるときの障害なので、できあがった⻭

にフッ素を作⽤させても⻭⽛フッ素症になることはありえない。
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４〜5歳からフッ素洗⼝を⾏っても⻭⽛フッ素症は、起こりえない４〜5歳からフッ素洗⼝を⾏っても⻭⽛フッ素症は、起こりえない

フッ化物洗⼝の安全性



フッ化物応用の安全性についての考え方

摂取量をコントロールできないもの(⼤好物）は注意
飲酒・塩分・⾷事 → ⽣活習慣病

⽋乏しても健康障害は起きます。
鉄（貧⾎）・亜鉛イオン（味覚障害等）
ダイエット・偏⾷によるビタミンやミネラル不⾜

フッ化物利⽤は安全な摂取量が決まっています。
安全かどうかは 「質より量」

＊「フッ素は危ない」:[塩は危ない」というのは適切な⾔い⽅ではない。
＊絶対安全な物質はないが、安全な量は存在する

フッ化物洗⼝の安全性
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フッ化物を使ったむし⻭予防については、すでに世界中の多
くの研究機関が50年以上にわたってあらゆる⽅法で確認を
⾏い、安全かつ有効であるとの結論が出ております。これら
の結果を踏まえて、世界保健機関（ＷＨＯ）や厚⽣労働省を
はじめとする国内外の専⾨機関が⼀致して推奨しています。
また、週1回のフッ化物洗⼝で使う洗⼝液に含まれるフッ化
物の濃度は、⽇々の⻭磨きに⽤いられている⻭磨き剤の多く
に含まれているフッ化物と同等の濃度であり、⻭磨き剤と同
様に安全⾯での⼼配はありません。

フッ化物洗⼝の安全性
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学校でのフッ化物洗⼝を開始するにあたって保護
者へも学校や学校⻭科医から説明をえるよう、学
校⻭科医へは資料提供、研修など⻘森県⻭科医師
会がサポートしていきます。
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